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期間 ８月9日～11月28日

私たちは普段利用する徳島駅前に人通りや活気
が少ないということをよく感じます。
そこで現状や駅前の印象・要望を調査しました。
また、その結果から駅前の商店街であるポッポ
街に焦点を当て、活性化の一環としてイベント
を開催し、これから出来ることを考えました。

画像引用…https://sdgs-support.or.jp/journal/goal_11/



インタビュー調査
ポッポ街の現状

ポッポ街内店舗「むすびcafé」経営者
香川紘輝さんにインタビュー

• 廃れている印象

• 店が多く閉店
→少子高齢化の影響で
店を継ぐ、取り組める人が不足

• 学生が中心になって活性化を目指す
「ポッポ街プロジェクト」がある

駅利用者の声
• 若い方
→活気がなく、さびれている

• 高齢の方、県外の方
→人が多い、栄えている
不自由は特にない

• 駅前に欲しい施設
→カフェ・手軽にランチ、勉強ができるとこ
ろ

【インタビューを通して】
印象は年齢などにより違いがあり、
不満を抱えているのは主に県内の若者である



むすびcaféでのイベント開催
11月28日 むすびcaféにて子供・親世代を

ターゲットにスノードームを作る
ワークショップを開催

イベントを通して、予想よりもポッポ街に人通りは多かったが、
店を利用する様子は見られなかった。しかし、通行人の方に声を
かけたりし、幅広い年代の方に参加して頂いた。
参加者へのアンケートではやはりポッポ街に暗い印象を待ってい
る人が多かったが、このようなイベントがあればまた参加したい
という意見を頂いた。



これから私たちにできること
①若い世代をターゲットに宣伝・イベントを行う・参加する
→参加、SNSを活用し様々な人に発信

(むすびcafeで定期的に開催されているイベントに参加する等)

②むすびcaféの宣伝・発信、実際に訪れてみる
→学生が中心となって経営する「むすびcafé」は若者をター

ゲットにした活性化には重要だと考える
（むすびcaféの方と一緒にHPを制作する等）
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